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【業　　績】

ガスクロマトグラフィーによる環境分析のための各種デ

バイスの開発

前田何曜捕ま．ガスクロマトグラフィーにおける大量試料導

入の自動化を実現し．これを大気・固体・／剛1の揮発性有機化

合物の連続i増刷定による蝶境分析に応用して多くの成栗をあ

げた。また．日動化した分析法に必須の標準物質の開発・供給

を整備し．分析の信頼性同士に大きく寄与した。曲ここれらの

研究を国際i’廟こ展開し．L鞘的羊会を立ち上げ　研究者や学生の

国際交流に笥与した。以下に．同君の主な業裾について説明す

る。

1．カスクロマトクラフ（GC）の試料導入自動化に関する

研究1）へ8）

GCの、損料導入の自動化は　長期にわたる環境モニタリング

には不可欠である。前印君は　固体捕集一加熱脱離による大量

試料導入法を自動化し．充埴カラム用の汎用自動濃縮・回収装

置（GAS－10型）を開発し．特に大気中の微量成分分析に適用

した。本葉吊を組み込んだGC自動分析システムは，日本各地

での大気境境モニタリング．特に光化掌汚染に関与する揮剰生

有機化合物（VOC）や健蘭彬轡が懸念される揮剰生有機ハロ

ゲン化合物などの長期間モニタリングに威力を発揮した。

次に同捕ま．本システムを発根させ．キャヒラリーカラム用

の汎用自動濃縮・回収装置（GAS－20型．30型）を開発した。

この装置では、マイクロトラiノブでの急速加熱とギヤヒラリー

カラム1品端部のクライオフォーカスを自動化する技法ならびに

デバイスを新規開発したことにより．GCにおける高分館能分

離と高感度検出を見勘こ両立させた。同襲門を接続したGCシ

ステムは．大気中の非メタン炭化水素類の自動分離・定吊や

短・中鎖炭化水素類（C2－Ct））の長期間モニタリングに適用

され．光化写すゾン′由プにの機椙離日小二寄与した。また本襲脚は

1998年にJICA供与機材としてスキンコに贈られ．以降の国

際共同研究でも多大な成果をもたらした。

2．自動分析の実試料への応用と標準化9ト22）

また同相ま．開発したri動分析装置を大気中．i訓／阿1．水中

VOCの連続「’涌順Ij定に応用した。大気中のVOC測定において

ば．溶器採l博去を完全自動化した。式料、陸別と採取装置を嗣発し．

GC／MS分析に適用するとともに．装龍校止拙J）標準ガスの供

給を整備した、キャヒラリーカラム用の自動濃縮・回収装置

は．圃体中VOCのダイナミックヘッドスペース分析や．水中

VOCのハーン＆トラソフ自動分析などへも適用された。バー

338

シ＆トラッフ法への適用では上水諒酪法や蝶塙水質基準JTIHの

測定法．JIS K O125用水・排水中の揮発宮l三有機化合物証敵方

法制定に寄与した．また．lrOCの・斉分析法（公定法）の避

IIlに当たり、標準物質の供給や検量線用標準液の相対評価など

も掘進した、＝

さらに．麿総研へ移籍後は．国際単位系（SI）にトレーサブ

ルな標準物質をI旧｝て．有機混合樵準汲・構準ガスに迅速にト

レーサピljティを確保する植付け手法を提案・実用化した＿　そ

の他．GCギヤヒラ））一カラム用の新規固定相や分配型捕集法．

GC刷京子発光検出鵠こよる多元素同II邦細工　超臨界流体クロ

マトグラフィー周覧徹乱検出器．超臨界流体抽出法などでも成

果を挙げている＿、

3．国際的な活動と貢献

同君の開発した　‾GCによる環境分析のための各種デバイス」

は海外においても利用されている＿，また同君は　国際交流にお

いても多大な貢献をしている，特に11本分析化辛会においてば

2002年より中国やi拙叫との・、詐術交流活動をスタートさせ．“04

年よ上目‾国」i韓分析化辛シンポジウム（CJKシンポジウム）へ

と発根させるとともに組織運営に主体的に据わった。CJKシ

ンポジウムは現砧．100－200名規根の大きな会となり．11本

において計一日中（●05．●09幕張メッセ．●13九州大仙．●17東京

理科夫）開催された大会の運営にも深く関わり．二カ国問の人

的交流や分析化辛研究の発展に大きく笥与したことにより．
●12年に中国化宰芸よI）シンポジウム買．実行委員会よりCKJ

シンポジウム賞を●08年と’171回ニ受賞している。

以l∴　前川恒嘱目の1ガスクロマトグラフィー用の各棉デバ

イス装置の開発とそれらを用いた環境方柘に関する党緑は．分

析化辛の発展に貢献するところ顕箸なものがあり．分析技術の

開発とその普及に柄めて優れた貢献をなしたものである。

〔東京薬科太宰薬′、需部　柳田顕郎〕
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